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児
童
福
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ノ
製
造
罪
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罪

数
関
係

Ⅴ

お
わ
り
に

Ⅰ

は
じ
め
に

一
三
歳
以
上
（
⚑
）一
八
歳
未
満
の
⽛
児
童
⽜（
児
童
福
祉
法
第
四
条
（
⚒
））
に
対
し
、
そ
の
監
護
者
が
暴
行
・
脅
迫
を
用
い
ず
、
監
護
者
の
立
場
を

利
用
し
て
影
響
力
を
行
使
し
、
半
ば
強
引
に
同
意
を
得
て
性
的
行
為
に
出
た
場
合
に
つ
い
て
、
か
つ
て
の
わ
が
国
で
は
、
暴
行
・
脅
迫
が

な
い
た
め
強
姦
罪
（
刑
法
旧
第
一
七
七
条
）
を
適
用
で
き
ず
、
抗
拒
不
能
に
さ
せ
た
と
ま
で
は
言
い
が
た
い
た
め
準
強
姦
罪
（
刑
法
旧
第
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一
七
八
条
二
項
）
も
適
用
で
き
な
い
が
、
児
童
福
祉
法
第
三
四
条
第
一
項
六
号
の
⽛
児
童
に
淫
行
を
さ
せ
る
行
為
⽜（
以
下
⽛
児
童
福
祉
法

違
反
罪
⽜）
に
は
該
当
す
る
と
し
て
、
児
童
福
祉
法
第
六
〇
条
に
規
定
さ
れ
る
⽛
十
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
⽜
と
の
刑
を
科
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
、
上
記
の
行
為
が
実
際
に
は
準
強
姦
に
極
め
て
近
い
も
の

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
準
強
姦
罪
の
⽛
三
年
以
上
の
有
期
懲
役
⽜
よ
り
軽
く
処
罰
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
は
妥
当
性
を
欠
く
と
の
問
題

が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
九
年
に
新
設
さ
れ
た
監
護
者
性
交
等
罪
（
刑
法
第
一
七
九
条
第
二
項
）・
監
護
者
わ
い
せ
つ
罪
（
同
条
第
一
項
）
は
、

監
護
者
が
一
八
歳
未
満
の
者
に
対
し
て
監
護
者
の
地
位
を
利
用
し
、⽛
影
響
力
が
あ
る
こ
と
に
乗
じ
て
⽜
性
交
等
、
わ
い
せ
つ
行
為
に
出
た

場
合
に
つ
い
て
、
強
制
性
交
等
罪
（
第
一
七
七
条
）、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
（
第
一
七
六
条
）
の
例
に
よ
る
と
規
定
し
た
。
本
罪
は
、
準
強
制

性
交
等
罪
・
準
強
制
わ
い
せ
つ
罪
に
準
じ
た
も
の
で
、⽛
準
々
強
制
性
交
等
罪
⽜⽛
準
々
強
制
わ
い
せ
つ
罪
⽜
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
（
⚓
）。
こ

の
法
改
正
に
よ
り
、
監
護
者
性
交
等
に
関
す
る
処
罰
の
不
合
理
は
解
消
さ
れ
た
が
、
児
童
福
祉
法
違
反
罪
と
監
護
者
性
交
等
罪
の
罪
数
関

係
は
問
題
と
し
て
残
っ
た
。

一
方
、
平
成
一
一
年
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
規
制
及
び
処
罰
並
び
に
児
童
の
保
護
等
に
関

す
る
法
律
（
以
下
⽛
児
童
ポ
ル
ノ
法
⽜）
は
、
第
七
条
第
四
項
に
お
い
て
、⽛
児
童
に
第
二
条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
姿
態
を

と
ら
せ
、
こ
れ
を
写
真
、
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
そ
の
他
の
物
に
描
写
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
児
童
に
係
る
児
童
ポ
ル
ノ
を
製

造
し
た
者
⽜
に
つ
い
て
、⽛
第
二
項
と
同
様
⽜
す
な
わ
ち
⽛
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
⽜
を
科
す
と
規
定
し
て
い
る
（
以

下
⽛
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
⽜）。
も
っ
と
も
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
は
、
行
為
者
が
一
八
歳
未
満
の
⽛
児
童
⽜（
児
童
ポ
ル
ノ
法
第
二
条
第
一
項
）

に
対
し
強
制
わ
い
せ
つ
・
強
制
性
交
等
に
出
た
際
に
、
所
持
し
て
い
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
付
属
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て

行
う
態
様
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
事
案
に
お
け
る
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
・
強
制
性
交
等
罪
の
罪
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数
関
係
に
つ
い
て
、
観
念
的
競
合
と
併
合
罪
の
い
ず
れ
が
妥
当
す
る
か
が
争
点
と
な
っ
た
判
例
が
頻
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

他
方
、
判
例
上
は
皆
無
で
あ
る
が
、
監
護
者
性
交
等
の
際
に
、
監
護
者
が
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
付
属
カ
メ
ラ
を
使
用

し
て
児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造
し
た
場
合
に
は
、
児
童
福
祉
法
違
反
罪
、
監
護
者
性
交
等
罪
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
三
罪
の
罪
数
関
係
が
問

題
と
な
る
。

本
論
文
は
、
以
上
三
点
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
、
と
く
に
判
例
の
状
況
を
参
照
し
て
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅱ

児
童
福
祉
法
違
反
罪
と
監
護
者
性
交
等
罪
の
罪
数
関
係

第
一
に
、
一
三
歳
以
上
一
八
歳
未
満
の
⽛
児
童
⽜（
児
童
福
祉
法
第
四
条
）
に
対
し
、
そ
の
監
護
者
が
暴
行
・
脅
迫
を
用
い
ず
、
監
護
者

の
立
場
を
利
用
し
て
影
響
力
を
行
使
し
、
半
ば
強
引
に
同
意
を
得
て
性
的
行
為
に
出
た
場
合
に
つ
い
て
、
児
童
福
祉
法
違
反
罪
と
監
護
者

性
交
等
罪
の
罪
数
関
係
を
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
判
例
は
非
常
に
乏
し
い
が
、
か
ろ
う
じ
て
以
下
の
下
級
審
判
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
札
幌
地
小
樽
支
判
平
成
二
九
年
一
二
月
一
三
日
（
判
例
集
未
登
載
）
は
、
被
告
人
が
、
平
成
二
一
年
頃
か
ら
、
内
縁
の
妻
Ａ
女
及
び

Ａ
女
の
娘
で
あ
る
被
害
者
Ｂ
女
（
当
時
小
学
二
年
生
）
ら
の
居
宅
に
同
居
し
、
Ｂ
女
ら
の
生
活
費
を
相
当
程
度
負
担
し
、
Ｂ
女
の
身
の
回

り
の
世
話
を
し
、
Ａ
女
に
代
わ
っ
て
被
害
者
の
話
を
聞
く
な
ど
し
て
Ｂ
女
を
精
神
的
に
支
え
、
時
に
は
Ｂ
女
に
対
し
て
生
活
上
の
指
導
を

す
る
な
ど
し
て
、
事
実
上
の
養
父
と
し
て
Ｂ
女
を
現
に
監
護
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
平
成
二
六
年
頃
か
ら
Ｂ
女
に
対
し
性
的
虐
待
を
繰
り
返

し
た
末
、
平
成
二
九
年
七
月
一
七
日
、
上
記
居
宅
に
お
い
て
、
監
護
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
影
響
力
が
あ
る
こ
と
に
乗
じ
て
Ｂ
女
（
当
時

一
六
歳
）
に
性
交
等
を
し
（
以
下
⽛
第
一
行
為
⽜）、
同
月
二
〇
日
に
も
同
様
に
性
交
等
を
し
た
（
以
下
⽛
第
二
行
為
⽜）
事
案
に
つ
き
、
検
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察
官
は
、
第
一
行
為
及
び
第
二
行
為
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
監
護
者
性
交
等
罪
及
び
児
童
福
祉
法
違
反
罪
が
成
立
し
、
両
罪
は
観
念
的
競
合

と
な
る
が
、
第
一
行
為
に
よ
る
罪
と
第
二
行
為
に
よ
る
罪
は
か
す
が
い
現
象
が
発
生
せ
ず
併
合
罪
と
な
る
と
主
張
し
、
こ
れ
に
対
し
弁
護

人
は
、
被
告
人
自
身
が
淫
行
の
相
手
方
で
あ
る
こ
と
、
本
件
各
性
交
に
つ
い
て
被
害
者
の
暗
黙
の
同
意
が
あ
り
、
被
告
人
は
Ｂ
女
と
の
結

婚
を
考
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
第
一
行
為
及
び
第
二
行
為
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
児
童
福
祉
法
違
反
は
成
立
せ
ず
、
二
個
の
監
護
者
性
交
等

罪
は
包
括
一
罪
と
な
る
と
主
張
し
た
と
こ
ろ
、
児
童
福
祉
法
違
反
に
つ
い
て
は
⽛
児
童
福
祉
法
三
四
条
一
項
六
号
に
い
う
⽝
淫
行
を
さ
せ

る
行
為
⽞
は
、
児
童
の
心
身
の
健
全
な
育
成
を
は
か
る
と
い
う
児
童
福
祉
法
の
趣
旨
に
照
ら
し
、
児
童
に
対
し
て
事
実
上
の
影
響
力
を
及

ぼ
し
て
、
児
童
の
心
身
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
性
交
等
を
な
す
こ
と
を
助
長
し
促
進
す
る
行
為
を
い

い
、
そ
の
性
交
等
の
相
手
方
が
第
三
者
で
あ
る
場
合
の
み
な
ら
ず
行
為
者
自
身
で
あ
る
場
合
も
含
む
と
解
す
べ
き
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和

四
〇
年
四
月
三
〇
日
第
二
小
法
廷
決
定
裁
判
集
刑
事
一
五
五
号
五
九
五
頁
、
平
成
一
〇
年
一
一
月
二
日
第
三
小
法
廷
決
定
刑
集
五
二
巻
八

号
五
〇
五
頁
、
平
成
二
八
年
六
月
二
一
日
第
一
小
法
廷
決
定
刑
集
七
〇
巻
五
号
三
六
九
頁
参
照
）。
そ
う
す
る
と
、
前
記
認
定
の
被
告
人
の

行
為
に
つ
い
て
児
童
福
祉
法
違
反
が
成
立
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。⽜
と
し
た
う
え
で
、
監
護
者
性
交
等
罪
と
児
童
福
祉
法
違
反
の
罪

数
関
係
に
つ
い
て
、⽛
監
護
者
性
交
等
罪
は
、
一
般
に
一
八
歳
未
満
の
者
は
、
精
神
的
に
未
熟
で
あ
る
上
、
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
監
護
者

に
精
神
的
・
経
済
的
に
依
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
監
護
者
が
そ
の
よ
う
な
関
係
に
よ
る
影
響
力
に
乗
じ
て
一
八
歳
未
満
の
者
に
対
し
性
交

等
を
し
た
場
合
、
暴
行
・
脅
迫
が
用
い
ら
れ
ず
抗
拒
不
能
等
に
当
た
ら
な
い
と
し
て
も
強
制
性
交
等
罪
と
同
等
の
悪
質
性
・
当
罰
性
が
認

め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
同
罪
の
立
法
経
緯
、
趣
旨
及
び
構
成
要
件
に
照
ら
せ
ば
、
監
護

者
性
交
等
罪
は
、
個
別
の
性
交
等
に
つ
い
て
の
被
害
者
の
性
的
自
由
な
い
し
性
的
自
己
決
定
権
を
保
護
法
益
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

併
せ
て
、
被
害
者
の
心
身
の
健
全
な
育
成
を
も
保
護
法
益
と
す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
ま
た
、
監
護
者
性
交
等
罪
の
構
成

要
件
は
、
主
体
、
客
体
、
行
為
態
様
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
児
童
福
祉
法
違
反
の
構
成
要
件
と
重
な
り
合
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
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あ
る
行
為
が
監
護
者
性
交
等
罪
と
児
童
福
祉
法
違
反
の
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
要
件
を
充
足
す
る
場
合
に
は
、
法
定
刑
の
重
い
監
護
者
性
交
等

罪
に
よ
っ
て
評
価
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
っ
て
、
児
童
福
祉
法
違
反
は
監
護
者
性
交
等
罪
に
吸
収
さ
れ
、
監
護
者
性
交
等
罪
の
み
が
成
立

す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
法
条
競
合
）。⽜
と
し
、
さ
ら
に
第
一
行
為
に
よ
る
罪
と
第
二
行
為
に
よ
る
罪
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
、⽛
監
護

者
性
交
等
罪
の
保
護
法
益
の
一
つ
で
あ
る
、
個
別
の
性
交
等
に
つ
い
て
の
性
的
自
由
な
い
し
性
的
自
己
決
定
権
は
、
そ
の
性
質
上
、
性
交

等
の
回
数
に
応
じ
て
侵
害
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
重
要
性
に
鑑
み
れ
ば
、
複
数
回
の
侵
害
を
包
括
評
価
す
る
こ
と
に
な
じ
ま

な
い
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
監
護
者
性
交
等
罪
の
構
成
要
件
を
充
足
す
る
複
数
回
の
性
交
等
は
、
同
一
の
被
害
者
に
対
し
て
、
同
一
の

監
護
関
係
の
下
、
被
告
人
の
継
続
的
な
単
一
の
犯
意
に
基
づ
き
実
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
当
該
性
交
等
が
時
間
的
に
近
接
し
て
お

り
、
複
数
回
と
の
評
価
が
形
式
的
に
過
ぎ
る
な
ど
の
事
情
が
な
い
限
り
、
一
体
と
し
て
評
価
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
性
交
等
の
回
数
に

応
じ
た
数
罪
の
監
護
者
性
交
等
罪
を
構
成
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、
第
一
行
為
終
了
後
、
被
告
人
及
び
Ｂ
女
は
そ

れ
ぞ
れ
通
勤
、
通
学
を
す
る
な
ど
し
、
二
日
半
後
に
は
被
告
人
は
犯
意
を
生
じ
て
第
二
行
為
を
開
始
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
第
一
行
為

と
第
二
行
為
と
の
間
に
時
間
的
近
接
性
は
な
く
、
両
者
を
一
体
と
し
て
評
価
す
べ
き
事
情
は
認
め
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
第
一
行
為
及
び

第
二
行
為
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
監
護
者
性
交
等
罪
が
成
立
し
、
両
者
は
併
合
罪
と
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。⽜
と
し
た
。

①
判
決
は
、⽛
児
童
福
祉
法
違
反
は
監
護
者
性
交
等
罪
に
吸
収
さ
れ
、
監
護
者
性
交
等
罪
の
み
が
成
立
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
法
条

競
合
）⽜
と
す
る
か
ら
、
両
罪
の
罪
数
関
係
は
、
吸
収
関
係
と
し
て
の
法
条
競
合
と
な
る
と
の
趣
旨
か
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
監
護
者
性
交
等
罪
の
新
設
前
、
か
つ
脅
迫
を
手
段
と
す
る
強
姦
の
事
案
で
あ
る
が
、
②
福
岡
地
久
留
米
支
判
平
成
二
九
年
一
月

二
四
日
（
判
例
集
未
登
載
）
は
、
被
告
人
が
内
縁
の
妻
の
娘
（
当
時
一
六
歳
）
を
脅
迫
し
て
口
淫
さ
せ
、
さ
ら
に
脅
迫
し
反
抗
を
抑
圧
し

て
姦
淫
す
る
な
ど
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
強
姦
罪
と
児
童
福
祉
法
違
反
の
成
立
を
認
め
、
両
罪
の
罪
数
関
係
を
観
念
的
競
合
と
し
て
い
る
。

強
姦
罪
と
監
護
者
性
交
等
罪
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
保
護
法
益
に
つ
い
て
相
違
が
あ
る
と
考
え
る
余
地
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
性
的
自
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由
を
侵
害
す
る
犯
罪
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
②
判
決
の
立
場
か
ら
は
、
監
護
者
性
交
等
罪
と
児
童
福
祉
法
違
反
罪
の
罪
数

関
係
に
つ
い
て
も
観
念
的
競
合
と
の
結
論
が
導
か
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
児
童
福
祉
法
違
反
罪
と
強
姦
・
監
護
者
性
交
等
罪
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
は
、
下
級
審
判
例
さ
え
も
立
場
が
固
ま
っ

て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
が
、
は
た
し
て
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

学
説
上
は
、
①
判
決
の
い
う
、
法
条
競
合
と
し
て
の
吸
収
関
係
と
い
う
概
念
自
体
を
認
め
う
る
か
を
巡
っ
て
議
論
が
あ
る
。
吸
収
関
係

（
吸
収
一
罪
）
と
は
、
一
個
の
行
為
が
複
数
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
が
、
軽
い
罪
の
法
益
侵
害
が
軽
微
で
あ
る
た
め
、
包
括
し
て
重
い
罪

の
一
罪
で
処
断
す
る
場
合
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
法
条
競
合
と
包
括
一
罪
の
い
ず
れ
に
属
す
る
か
を
巡
っ
て
争
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
き
、
法
条
競
合
説
は
、
法
条
競
合
を
⽛
数
個
の
構
成
要
件
を
充
足
す
る
よ
う
な
外
観
を
呈
す
る
だ
け
で
、
実
は
そ
の
中
の
一

つ
が
充
足
さ
れ
る
だ
け
で
、
他
の
構
成
要
件
の
充
足
は
な
い
⽜
も
の
（
⚔
）、
あ
る
い
は
⽛
一
つ
の
構
成
要
件
の
適
用
が
他
の
適
用
を
排
除
す
る

ば
あ
い
で
あ
っ
て
、
結
局
一
つ
の
構
成
要
件
的
評
価
し
か
成
立
し
な
い
⽜
も
の
（
⚕
）と
定
義
し
た
う
え
で
、
一
方
の
構
成
要
件
が
他
方
を
吸
収

し
て
し
ま
う
吸
収
関
係
は
、
法
条
競
合
の
一
類
型
で
あ
る
と
す
る
（
⚖
）。
こ
れ
に
従
え
ば
、
法
条
競
合
に
含
ま
れ
る
罪
数
の
類
型
は
、
二
つ
以

上
の
罰
条
が
一
般
法
と
特
別
法
の
関
係
に
あ
る
特
別
関
係
、
二
つ
以
上
の
罰
条
が
基
本
法
と
そ
れ
を
補
う
補
充
法
の
関
係
に
あ
る
場
合
で

あ
る
補
充
関
係
（
⚗
）、
二
つ
以
上
の
罰
条
が
競
合
し
排
他
的
関
係
に
あ
る
場
合
で
あ
る
択
一
関
係
（
⚘
）、
そ
し
て
吸
収
関
係
の
四
つ
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
近
年
有
力
と
な
り
つ
つ
あ
る
包
括
一
罪
説
は
、
特
別
関
係
、
補
充
関
係
な
ど
は
法
条
競
合
に
該
当
す
る
こ
と
を
認
め
つ

つ
も
、
他
の
構
成
要
件
の
充
足
が
あ
る
こ
と
が
否
定
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
も
う
一
つ
の
構
成
要
件
で
は
評
価
で
き
な
い
場
合
に
、
構
成

要
件
的
に
吸
収
す
る
と
い
う
の
は
無
理
が
あ
り
不
都
合
で
あ
る
と
し
て
、⽛
吸
収
関
係
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
あ
る
部
分
⽜
に
つ
い
て
は
包
括

一
罪
に
分
類
し
て
法
条
競
合
と
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
包
括
一
罪
と
し
て
の
吸
収
関
係
は
、
二
つ
の
実
行
行
為
が
構

成
要
件
的
に
は
異
な
る
も
の
の
、
法
定
刑
だ
け
は
重
い
方
で
⽛
共
に
⽜⽛
包
括
し
て
⽜
評
価
さ
れ
、
そ
の
意
味
で
は
法
定
刑
は
重
い
方
に
⽛
吸
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収
さ
れ
る
⽜
が
、
そ
れ
は
構
成
要
件
の
吸
収
で
は
な
く
、
法
定
刑
の
吸
収
に
す
ぎ
な
い
な
ど
と
し
て
（
⚙
）、
従
来
は
法
条
競
合
に
お
け
る
吸
収

関
係
と
解
さ
れ
て
き
た
共
罰
的
事
前
・
事
後
行
為
を
む
し
ろ
包
括
一
罪
に
分
類
す
べ
き
と
す
る
の
で
あ
る
（
10
）。
法
条
競
合
と
吸
収
一
罪
な
い

し
包
括
一
罪
と
を
、
構
成
要
件
の
評
価
の
回
数
に
お
い
て
区
別
す
る
と
い
う
主
張
は
、
明
快
で
あ
っ
て
優
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
吸
収
関
係
を
法
条
競
合
と
す
る
か
包
括
一
罪
と
す
る
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
お
く
と
し
て
、
そ
も
そ
も

監
護
者
性
交
等
罪
が
成
立
し
た
場
合
に
、
児
童
福
祉
法
違
反
の
構
成
要
件
が
充
足
さ
れ
ず
、
従
っ
て
法
条
競
合
と
な
る
と
解
す
る
こ
と
自

体
は
、
は
た
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

児
童
福
祉
法
は
、
第
一
条
に
お
い
て
⽛
児
童
に
対
す
る
性
的
搾
取
及
び
性
的
虐
待
が
児
童
の
権
利
を
著
し
く
侵
害
す
る
こ
と
の
重
大
性

に
鑑
み
、
あ
わ
せ
て
児
童
の
権
利
の
擁
護
に
関
す
る
国
際
的
動
向
を
踏
ま
え
、
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
を
規
制
し
、
及

び
こ
れ
ら
の
行
為
等
を
処
罰
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
行
為
等
に
よ
り
心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
の
保
護
の
た
め
の
措
置
等

を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
権
利
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。⽜
と
規
定
す
る
。
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
、
児
童
福
祉
法
違
反
罪
の

保
護
法
益
は
⽛
児
童
が
性
的
搾
取
及
び
性
的
虐
待
さ
れ
な
い
権
利
⽜
な
い
し
⽛
児
童
の
心
身
の
健
全
な
育
成
⽜
と
解
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て

①
判
決
は
、
監
護
者
性
交
等
罪
の
保
護
法
益
に
、
性
的
自
由
に
加
え
て
⽛
被
害
者
の
心
身
の
健
全
な
育
成
⽜
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
両
罪

の
保
護
法
益
の
共
通
性
を
強
調
し
た
。
さ
ら
に
学
説
上
も
、
監
護
者
性
交
等
罪
は
被
監
護
者
の
性
的
自
己
決
定
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
被
監
護
者
の
将
来
に
わ
た
る
人
格
の
発
展
も
併
せ
て
保
護
の
対
象
に
取
り
込
ん
で
い
る
と
し
て
、
監
護
者
性
交
等
罪
と
児
童
福
祉
法

違
反
罪
の
保
護
法
益
は
異
質
で
な
い
か
ら
、
法
定
刑
が
重
い
監
護
者
性
交
等
罪
が
児
童
福
祉
法
違
反
罪
を
吸
収
す
る
と
解
す
べ
き
と
す
る

も
の
が
あ
る
（
11
）。

監
護
者
性
交
等
罪
の
保
護
法
益
、
そ
し
て
児
童
福
祉
法
違
反
罪
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
法
制
審
議
会
刑
事
法
（
性
犯
罪
関
係
）
部
会

第
三
回
に
お
い
て
若
干
な
が
ら
議
論
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
は
、
監
護
者
性
交
等
罪
が
児
童
福
祉
法
違
反
と
高
い
親
和
性
を
持
つ
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と
の
主
張
も
な
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、⽛
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
む
し
ろ
児
童
福
祉
の
問
題
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。
被
害
者
が
一
三
歳
未
満
で
あ
っ
た
ら
、
強
姦
罪
や
準
強
姦
罪
に
問
え
る
わ
け
で
す
。
…
…
懲
役
一
〇
年
を
超
え
る
よ
う
な
類
型
と

い
う
の
は
、一
三
歳
未
満
の
子
供
に
対
す
る
加
害
の
事
例
で
ご
ざ
い
ま
す
。
懲
役
一
〇
年
以
下
の
宣
告
刑
で
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

児
童
福
祉
法
違
反
で
な
ぜ
い
け
な
い
の
か
。
刑
法
犯
と
し
て
別
類
型
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

む
し
ろ
、
子
供
の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
良
く
な
い
行
為
と
い
う
こ
と
で
、
児
童
福
祉
の
視
点
か
ら
処
罰
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
何
の
問

題
が
あ
る
の
か
と
い
う
根
本
的
な
疑
問
が
あ
り
、
な
お
か
つ
、
児
童
福
祉
の
視
点
で
、
特
に
親
族
に
関
し
て
加
重
す
る
と
い
う
類
型
を
置

く
の
で
は
な
ぜ
い
け
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。⽜（
宮
田
桂
子
委
員
発
言
（
12
））
と
し
て
、
児
童
福
祉
法
違
反
の
法

益
侵
害
を
強
調
す
る
見
解
が
そ
れ
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
同
部
会
で
は
、⽛
一
八
歳
未
満
の
者
の
健
全
な
育
成
を
保
護
す
る
と
い
う
観
点
で
は
な
く
て
、
飽
く
ま
で
も
被
害
者
の
暇
疵

あ
る
意
思
決
定
に
よ
っ
て
性
的
自
由
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
性
犯
罪
と
し
て
刑
法
典
に
規
定
す
る
必
要
が
高
い
と
考
え

る
次
第
で
す
。⽜（
橋
爪
隆
幹
事
発
言
（
13
））、⽛
現
在
で
も
一
八
歳
未
満
の
者
に
対
し
て
支
配
的
な
関
係
を
利
用
し
て
性
的
行
為
を
行
え
ば
児
童

福
祉
法
で
処
罰
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、…
…
こ
れ
ま
で
処
罰
さ
れ
て
い
な
い
行
為
を
処
罰
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
法
律
は
、

刑
法
は
性
的
な
自
由
を
保
護
し
、
青
少
年
の
保
護
は
児
童
福
祉
法
等
の
特
別
法
で
行
う
と
い
う
よ
う
な
役
割
分
担
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け

で
、
今
回
、
…
…
設
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
強
姦
罪
や
準
強
姦
罪
等
と
同
じ
よ
う
に
性
的
自
由
を
侵
害
す
る
行
為
と
し
て
刑
法
に
規

定
し
よ
う
と
い
う
も
の
⽜（
佐
伯
仁
志
委
員
発
言
（
14
））
な
ど
と
し
て
、
監
護
者
性
交
等
罪
と
児
童
福
祉
法
が
保
護
法
益
に
お
い
て
棲
み
分
け
さ

れ
て
い
る
旨
の
見
解
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
橋
爪
教
授
（
幹
事
）
は
、
監
護
者
性
交
等
罪
の
保
護
法
益
は
性
的
自
由
で
あ
っ
て
、

少
な
く
と
も
直
接
的
に
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
そ
れ
自
体
を
保
護
法
益
と
し
て
な
い
か
ら
、
本
罪
と
児
童
福
祉
法
違
反
罪
の
罪
数
関
係

は
観
念
的
競
合
と
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
も
明
確
に
主
張
さ
れ
て
い
る
（
15
）。
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以
上
か
ら
、
監
護
者
性
交
等
罪
の
保
護
法
益
は
性
的
自
由
、
性
的
自
己
決
定
権
に
限
ら
れ
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
含
ま
ず
、
従
っ
て

児
童
福
祉
法
違
反
罪
と
の
罪
数
関
係
も
観
念
的
競
合
と
な
る
と
す
る
の
が
、
立
法
者
の
意
図
で
あ
っ
た
と
概
ね
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

思
う
に
、
監
護
者
性
交
等
罪
の
科
刑
は
⽛
第
百
七
十
七
条
の
例
に
よ
る
⽜
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
お
り
強
制
性
交
等
罪
と
同
一
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
監
護
者
性
交
等
罪
の
保
護
法
益
に
の
み
⽛
被
害
者
の
心
身
の
健
全
な
育
成
⽜
が
追
加
さ
れ
た
と
解
し
た
な
ら
ば
、
監

護
者
性
交
等
罪
に
お
け
る
性
的
自
由
の
保
護
は
強
制
性
交
等
罪
よ
り
軽
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
監
護
者
性
交
等
罪
は
、
監
護
者
と
し
て
の
⽛
影
響
力
が
あ
る
こ
と
に
乗
じ
⽜
る
行
為
を
手
段
と
し
て
要
求
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
強
制
性
交
等
罪
の
手
段
で
あ
る
暴
行
・
脅
迫
と
同
様
に
、
被
害
者
の
抵
抗
を
困
難
に
す
る
行
為
で
あ
る
。
監
護
者
性
交
等
罪
に
お
け

る
手
段
行
為
が
、
強
制
性
交
等
罪
よ
り
若
干
緩
和
さ
れ
て
い
る
の
は
、
性
的
自
由
へ
の
保
護
を
割
い
て
⽛
被
害
者
の
心
身
の
健
全
な
育
成
⽜

を
保
護
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
家
庭
内
と
い
う
密
室
に
お
け
る
性
的
虐
待
が
、
第
一
七
七
条
の
罪
す
な
わ
ち
強
制
性

交
等
罪
に
該
当
す
る
こ
と
を
容
易
に
認
定
す
る
た
め
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
一
三
歳
未
満
の
娘
に
対
し
、
監
護
者
と
し
て
の
⽛
影
響
力
が
あ
る
こ
と
に
乗
じ
⽜
ず
に
、
同
意
を
得
て
性
交
し
た
場
合
に
は
、

監
護
者
性
交
等
罪
で
は
な
く
強
制
性
交
等
罪
（
第
一
七
七
条
後
段
）
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
、
行
為
者
が
監
護
者
で
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
、⽛
被
害
者
の
心
身
の
健
全
な
育
成
⽜
を
第
一
七
七
条
後
段
の
罪
に
敢
え
て
追
加
す
る
な
ら
ば
、
行
為
者
の
性
質
に
よ
っ
て
同
一
構

成
要
件
の
犯
罪
に
つ
い
て
保
護
法
益
さ
ら
に
は
罪
数
の
大
幅
な
変
化
を
認
め
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
妥
当
と
は
思
わ
れ
な
い
。

以
上
か
ら
、
私
見
と
し
て
は
、
監
護
者
性
交
等
罪
の
保
護
法
益
に
⽛
被
害
者
の
心
身
の
健
全
な
育
成
⽜
を
含
め
る
べ
き
で
は
な
く
、
児

童
福
祉
法
違
反
と
の
罪
数
関
係
は
、
①
判
決
型
の
法
条
競
合
で
は
な
く
、
②
判
決
型
の
観
念
的
競
合
と
す
べ
き
と
考
え
る
。
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Ⅲ

児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
・
強
制
性
交
等
罪
の
罪
数
関
係

第
二
に
、
一
八
歳
未
満
の
⽛
児
童
⽜（
児
童
ポ
ル
ノ
法
第
二
条
第
一
項
）
に
対
し
、
行
為
者
が
強
制
わ
い
せ
つ
・
強
制
性
交
等
に
出
た
際

に
、所
持
し
て
い
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
付
属
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て
撮
影
し
児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造
し
た
場
合
に
つ
い
て
、

児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
・
強
制
性
交
等
罪
の
罪
数
関
係
を
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
重
要
な
下
級
審
判
例
と
し
て
、
③
東
京
高
判
平
成
三
〇
年
一
月
三
〇
日
（
判
例
集
未
登
載
）
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
③
判
決
の
事
案
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
業
を
営
む
被
告
人
は
、平
成
二
四
年
一
一
月
一
六
日
頃
か
ら
平
成
二
五
年
一
〇
月
二
七
日
頃
ま
で
の
間
、ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
と
い
う
立
場
を
悪
用
し
、
Ａ
～
Ｉ
ら
九
名
の
各
男
児
が
い
ず
れ
も
一
八
歳
に
満
た
な
い
児
童
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
同
児
童

ら
に
対
し
、
全
裸
の
状
態
で
陰
茎
を
露
出
さ
せ
る
な
ど
の
姿
態
を
と
ら
せ
、
さ
ら
に
う
ち
二
名
（
Ａ
（
当
時
五
歳
）、
Ｆ
（
当
時
生
後
八
か

月
））
に
つ
い
て
は
陰
茎
の
包
皮
を
む
く
な
ど
し
、
Ｆ
に
亀
頭
包
皮
炎
の
傷
害
を
負
わ
せ
た
（
Ａ
に
対
す
る
強
制
わ
い
せ
つ
事
件
、
Ｆ
に
対

す
る
強
制
わ
い
せ
つ
致
傷
事
件
）。
ま
た
、
そ
の
姿
態
を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
あ
る
い
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
付
属
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
そ
の
静

止
画
デ
ー
タ
を
当
該
撮
影
機
器
内
の
マ
イ
ク
ロ
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
内
に
記
録
し
て
保
存
（
以
下
⽛
一
次
保
存
⽜）、
あ
る
い
は
一
次
保
存
し
た
画

像
を
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
内
に
保
存（
以
下⽛
二
次
保
存
⽜）し
、児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造
し
た（
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
事
件
）。

平
成
二
六
年
三
月
一
四
日
、
被
告
人
は
、
Ｉ
（
当
時
二
歳
）
及
び
Ｈ
（
当
時
生
後
八
か
月
）
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
目
的
で
、
被

告
人
に
対
し
て
は
Ｉ
ら
の
一
時
保
育
を
依
頼
す
る
意
思
が
な
い
Ｉ
の
母
親
Ｊ
ら
に
対
し
、
別
人
を
装
っ
て
Ｉ
ら
の
一
時
保
育
を
引
き
受
け

る
旨
の
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
な
ど
し
て
、
Ｊ
ら
に
、
Ｉ
ら
の
一
時
保
育
を
す
る
の
が
被
告
人
で
は
な
い
と
誤
信
さ
せ
る
と
と
も
に
、

情
を
知
ら
な
い
Ｋ
に
Ｉ
及
び
Ｈ
を
預
け
さ
せ
、
さ
ら
に
Ｋ
か
ら
Ｉ
ら
を
引
き
取
り
、
Ｉ
ら
を
被
告
人
方
に
連
れ
帰
る
な
ど
し
て
自
己
の
支
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配
下
に
置
い
た
（
わ
い
せ
つ
誘
拐
事
件
）。

同
日
、
被
告
人
は
、
Ｈ
に
対
し
栄
養
や
水
分
を
与
え
ず
、
全
裸
の
ま
ま
放
置
す
る
な
ど
し
、
よ
っ
て
、
Ｈ
に
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
の
あ
る
重
度
の
低
血
糖
症
及
び
脱
水
症
、
中
程
度
の
低
体
温
症
の
傷
害
を
負
わ
せ
た
（
保
護
責
任
者
遺
棄
致
傷
事
件
）。

同
月
一
五
日
頃
、
被
告
人
は
、
被
告
人
方
に
お
い
て
、
Ｉ
に
対
し
、
そ
の
陰
茎
を
ひ
も
で
縛
り
、
そ
の
包
皮
を
む
く
暴
行
を
加
え
た
。

さ
ら
に
殺
意
を
も
っ
て
、
そ
の
鼻
口
部
を
手
で
塞
ぐ
な
ど
し
、
窒
息
に
よ
り
死
亡
さ
せ
た
（
殺
人
事
件
）。

以
上
の
事
案
に
つ
き
、
検
察
官
は
、
保
護
責
任
者
遺
棄
致
傷
、
強
制
わ
い
せ
つ
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
、
わ
い
せ
つ
誘
拐
、
殺
人
、
強

制
わ
い
せ
つ
致
傷
罪
が
成
立
す
る
と
主
張
し
た
。

第
一
審
、
横
浜
地
裁
平
成
二
八
年
七
月
二
〇
日
（
判
例
集
未
登
載
）
は
、
検
察
官
の
主
張
す
る
犯
罪
す
べ
て
の
成
立
を
認
め
た
。
強
制

わ
い
せ
つ
罪
あ
る
い
は
強
制
わ
い
せ
つ
致
傷
罪
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
は
、
理
由
を
明
示
し
な
か
っ
た
も
の
の
、

基
本
的
に
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
が
一
次
保
存
で
あ
っ
た
場
合
は
観
念
的
競
合
、
二
次
保
存
で
あ
っ
た
場
合
は
併
合
罪
と
し
た
。
わ
い
せ

つ
誘
拐
事
件
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
及
び
Ｈ
に
対
す
る
各
わ
い
せ
つ
誘
拐
罪
を
観
念
的
競
合
、
Ｉ
に
対
す
る
わ
い
せ
つ
誘
拐
罪
と
強
制
わ
い
せ

つ
罪
を
牽
連
犯
と
し
、
結
局
以
上
を
一
罪
と
し
て
最
も
重
い
Ｉ
に
対
す
る
わ
い
せ
つ
誘
拐
罪
の
刑
で
処
断
す
る
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

被
告
人
・
弁
護
人
は
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
・
強
制
わ
い
せ
つ
致
傷
罪
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
罪
数
関
係
は
い
ず
れ
も
観
念
的
競
合
と
す

べ
き
で
あ
っ
た
な
ど
と
主
張
し
て
控
訴
し
た
。

控
訴
審
、
③
判
決
は
控
訴
棄
却
と
し
、
そ
の
際
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
・
強
制
わ
い
せ
つ
致
傷
罪
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
罪
数
関
係
に

つ
い
て
、⽛
わ
い
せ
つ
な
姿
態
を
と
ら
せ
て
撮
影
す
る
こ
と
に
よ
る
強
制
わ
い
せ
つ
行
為
と
当
該
撮
影
及
び
そ
の
画
像
デ
ー
タ
の
撮
影
機

器
に
内
蔵
又
は
付
属
さ
れ
た
記
録
媒
体
へ
の
保
存
行
為
を
内
容
と
す
る
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
行
為
は
、
ほ
ぼ
同
時
に
行
わ
れ
、
行
為
も
重
な

り
合
う
か
ら
、
自
然
的
観
察
の
下
で
社
会
的
見
解
上
一
個
の
も
の
と
評
価
し
得
る
が
、
撮
影
画
像
デ
ー
タ
を
撮
影
機
器
と
は
異
な
る
記
録
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媒
体
で
あ
る
パ
ソ
コ
ン
に
複
製
し
て
保
存
す
る
二
次
保
存
が
日
時
を
異
に
し
て
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
両
行
為
が
同
時
に
行
わ
れ
た
と
は

い
え
ず
、
重
な
り
合
わ
な
い
部
分
も
含
ま
れ
る
こ
と
、
そ
も
そ
も
強
制
わ
い
せ
つ
行
為
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
行
為
と
は
、
前
者
が
被
害
者

の
性
的
自
由
を
害
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
の
に
対
し
、
後
者
が
被
害
者
の
わ
い
せ
つ
な
姿
態
を
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
心
身
の
成

長
を
害
す
る
こ
と
を
主
た
る
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
基
本
的
に
併
合
罪
の
関
係
に
あ
る
こ
と
に
照
ら
す
と
、
画
像
の
複
製
行
為
を

含
む
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
行
為
を
強
制
わ
い
せ
つ
と
は
別
罪
に
な
る
と
す
る
こ
と
は
合
理
性
を
有
す
る
。
原
判
決
の
罪
数
判
断
は
、
合
理
性

の
あ
る
基
準
を
適
用
し
た
一
貫
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
理
由
齟
齬
は
な
く
、
具
体
的
な
行
為
に
応
じ
て
観
念
的
競
合
又
は
併
合

罪
と
し
た
判
断
自
体
も
不
合
理
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。⽜
と
し
た
。
被
告
人
上
告
。

上
告
審
、
最
決
平
成
三
〇
年
九
月
一
〇
日
（
判
例
集
未
登
載
）
は
、
罪
数
関
係
に
つ
い
て
格
別
具
体
的
な
言
及
を
す
る
こ
と
な
く
上
告

を
棄
却
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
③
判
決
は
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
、
強
制
わ
い
せ
つ
等
の
際
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
付
属
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
に
出
た
場
合
に
、
当
該
児
童
ポ
ル
ノ
の
画
像
・
動
画
デ
ー
タ
を
当
該
撮
影
機

器
内
の
マ
イ
ク
ロ
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
内
に
記
録
し
て
保
存
し
た
一
次
保
存
で
は
観
念
的
競
合
、
一
次
保
存
し
た
画
像
・
動
画
デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ

ン
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
内
に
保
存
し
た
二
次
保
存
で
は
併
合
罪
と
な
る
と
結
論
づ
け
、
最
高
裁
決
定
に
も
そ
の
解
釈
が
受
け
継
が
れ
た
こ

と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
に
し
て
一
次
保
存
と
二
次
保
存
で
罪
数
を
区
別
す
る
解
釈
は
、
は
た
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

観
念
的
競
合
は
、
一
個
の
行
為
で
数
個
の
結
果
を
生
じ
、
そ
れ
が
構
成
要
件
に
複
数
回
該
当
し
、
か
つ
社
会
的
事
象
と
し
て
も
重
な
り

合
い
が
認
め
ら
れ
る
場
合
（
16
）で
、
刑
法
第
五
四
条
第
一
項
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
刑
を
科
す
う
え
で
一
罪
と
し
て
扱
わ
れ
、
数
罪
の

う
ち
最
も
重
い
罪
の
刑
に
よ
り
処
断
さ
れ
る
。
一
個
の
行
為
に
よ
る
包
括
一
罪
と
の
違
い
は
、
被
害
法
益
の
主
体
、
種
類
の
共
通
性
の
要

北研 54 (4・12) 470

論 説

北研 54 (4・13) 471

児童福祉法違反（児童に淫行をさせる行為）罪、強制わいせつ・強制性交等罪、児童ポルノ製造罪の罪数関係



否
に
求
め
ら
れ
、
被
害
法
益
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
は
観
念
的
競
合
、
共
通
す
る
場
合
は
包
括
一
罪
が
選
択
さ
れ
る
。
そ
し
て
両
罪
の
保

護
法
益
に
つ
い
て
み
る
と
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
そ
れ
が
個
人
法
益
と
し
て
の
性
的
自
由
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、
児
童
ポ
ル
ノ

製
造
罪
で
は
議
論
が
あ
る
。

児
童
ポ
ル
ノ
法
は
、
第
一
条
に
お
い
て
⽛
こ
の
法
律
は
、
児
童
に
対
す
る
性
的
搾
取
及
び
性
的
虐
待
が
児
童
の
権
利
を
著
し
く
侵
害
す

る
こ
と
の
重
大
性
に
か
ん
が
み
、
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
を
処
罰
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
行
為
等
に
よ
り
心
身
に

有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
の
保
護
の
た
め
の
措
置
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
権
利
の
擁
護
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。⽜

と
規
定
す
る
。
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
保
護
法
益
は
、
児
童
福
祉
法
違
反
罪
と
同
じ
く
、⽛
児
童
が
性
的
搾
取
及
び
性

的
虐
待
さ
れ
な
い
権
利
⽜⽛
児
童
の
心
身
の
健
全
な
育
成
⽜
と
解
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
が
は
た
し
て
被
害
児
童
の
個
人
的
法
益
で
あ

る
の
か
、
児
童
一
般
の
社
会
的
法
益
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
両
方
の
性
質
を
持
つ
の
か
を
巡
っ
て
は
、
学
説
上
争
い
が
あ
る
（
17
）。
も
っ
と

も
、
三
説
の
い
ず
れ
を
採
っ
た
と
し
て
も
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
保
護
法
益
で
あ
る
性
的
自
由
と
は
差
異
を
生
じ
る
か
ら
、
結
局
、
両
罪

を
観
念
的
競
合
と
す
る
選
択
は
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
③
判
決
以
前
の
判
例
の
ほ
と
ん
ど
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
罪
等
の
性
犯
罪
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
、
児

童
ポ
ル
ノ
製
造
が
一
次
保
存
と
二
次
保
存
の
い
ず
れ
に
よ
る
か
を
格
別
区
別
せ
ず
に
併
合
罪
と
し
て
処
理
し
て
い
た
。

最
決
平
成
二
一
年
一
〇
月
二
一
日
刑
集
六
三
巻
八
号
一
〇
七
〇
頁
は
、
児
童
福
祉
法
上
の
児
童
に
淫
行
を
さ
せ
る
罪
（
第
三
四
条
一
項

六
号
）
と
、
そ
れ
を
撮
影
し
一
次
保
存
す
る
こ
と
に
よ
る
児
童
ポ
ル
ノ
法
上
の
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
に
つ
い
て
、⽛
一
部
重
な
る
点
は
あ
る

も
の
の
、
両
行
為
が
通
常
伴
う
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
や
、
両
行
為
の
性
質
等
に
か
ん
が
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
行
為

者
の
動
態
は
社
会
的
見
解
上
別
個
の
も
の
と
い
え
る
か
ら
（
最
高
裁
昭
和
四
七
年
（
あ
）
第
一
八
九
六
号
同
四
九
年
五
月
二
九
日
大
法
廷

判
決
・
刑
集
二
八
巻
四
号
一
一
四
頁
参
照
）、
両
罪
は
、
刑
法
五
四
条
一
項
前
段
の
観
念
的
競
合
の
関
係
に
は
な
く
、
同
法
四
五
条
前
段
の
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併
合
罪
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。⽜
と
し
た
。

津
地
判
平
成
二
二
年
一
二
月
二
七
日
（
判
例
集
未
登
載
）
は
、
青
少
年
健
全
育
成
条
例
違
反
（
い
ん
行
）
と
一
次
保
存
に
よ
る
児
童
ポ

ル
ノ
製
造
の
事
案
に
つ
い
て
、⽛
児
童
ポ
ル
ノ
の
製
造
行
為
は
、
製
造
の
前
提
と
し
て
の
性
交
が
⽝
い
ん
行
⽞
と
一
部
重
な
る
に
す
ぎ
ず
、

実
行
行
為
で
あ
る
撮
影
行
為
に
⽝
い
ん
行
⽞
と
重
な
り
合
う
点
は
認
め
ら
れ
な
い
。
…
…
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
と
本
条
例
二
三
条
一
項
違

反
の
罪
と
は
保
護
法
益
も
異
な
り
、か
つ
、⽝
い
ん
行
⽞に
児
童
ポ
ル
ノ
の
製
造
が
通
常
伴
う
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

両
行
為
は
、
密
接
か
つ
統
一
的
な
事
象
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
保
護
法
益
の
共
通
性
も
、
一
個
の
行
為
と
評
価
し
う
る
だ
け
の
一
体

性
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
両
罪
は
包
括
一
罪
の
関
係
で
も
観
念
的
競
合
の
関
係
で
も
な
く
、
併
合
罪
の
関
係
に
立
つ
と
解
す
る
べ

き
で
あ
る
。⽜
と
し
た
。

東
京
高
判
平
成
二
八
年
二
月
一
九
日
東
高
刑
報
六
七
巻
一
頁
は
、
強
要
と
二
次
保
存
に
よ
る
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
の
事
案
に
つ
い
て
、⽛
原

判
決
は
、
本
件
に
お
い
て
、
強
要
罪
と
三
項
製
造
罪
を
観
念
的
競
合
で
あ
る
と
し
た
が
、
本
件
の
よ
う
に
被
害
者
を
脅
迫
し
て
そ
の
乳
房
、

性
器
等
を
撮
影
さ
せ
、
そ
の
画
像
デ
ー
タ
を
送
信
さ
せ
、
被
告
人
使
用
の
携
帯
電
話
機
で
こ
れ
を
受
信
・
記
録
し
て
児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造

し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
強
要
罪
に
触
れ
る
行
為
と
三
項
製
造
罪
に
触
れ
る
行
為
と
は
、
一
部
重
な
る
点
は
あ
る
も
の
の
、
両
行
為
が
通

常
伴
う
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
ず
、
両
行
為
の
性
質
等
に
も
鑑
み
る
と
、
両
行
為
は
社
会
的
見
解
上
別
個
の
も
の
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
ら
は
併
合
罪
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。⽜
と
し
た
。

大
阪
高
判
平
成
二
八
年
一
〇
月
二
七
日
高
刑
集
六
九
巻
二
号
一
頁
は
、
強
制
わ
い
せ
つ
と
一
次
保
存
に
よ
る
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
の
事
案

に
つ
い
て
、⽛
強
制
わ
い
せ
つ
罪
及
び
…
…
提
供
目
的
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
を
そ
れ
ぞ
れ
構
成
す
る
…
…
両
行
為
に
は
同
時
性
が
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
本
件
提
供
目
的
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
に
お
け
る
撮
影
行
為
は
、
本
件
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
訴
因
に
含
ま
れ
て
い
な
い
と
は

い
え
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
わ
い
せ
つ
な
行
為
と
評
価
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
両
行
為
に
は
一
部
重
な
り
合
い
も
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み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
に
お
け
る
行
為
者
の
動
態
（
第
三
者
の
目
に
見
え
る
よ
う
な
身
体
の
動
静
）
は
、
被
害

者
に
対
し
て
本
件
に
お
い
て
行
わ
れ
た
よ
う
な
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
行
う
こ
と
で
あ
る
の
に
対
し
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
に
お
け
る
行
為

者
の
動
態
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
法
二
条
三
項
各
号
に
該
当
す
る
児
童
の
姿
態
を
撮
影
、
記
録
し
て
児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造
す
る
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
両
行
為
は
、
そ
の
性
質
が
相
当
異
な
っ
て
お
り
、
社
会
的
事
実
と
し
て
強
い
一
体
性
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
児
童
ポ
ル
ノ

の
複
製
行
為
も
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
を
構
成
し
得
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
が
時
間
的
な
広
が
り
を
も
っ
て
行
わ
れ
て
、

強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
そ
れ
ぞ
れ
を
構
成
す
る
行
為
の
同
時
性
が
甚
だ
し
く
欠
け
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
と
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
構
成
す
る
行
為
が
必
然
的
あ
る
い
は
通
常
伴
う
関
係
に
あ
る
と
は

い
え
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
意
思
の
発
現
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
る
罪
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
に
よ
れ
ば
、
行
為
の
同
時
性
や

一
部
重
な
り
合
い
の
存
在
を
考
慮
し
て
も
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
及
び
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
に
お
け
る
行
為
者
の
動
態
は
社
会
的
見
解
上
、

別
個
の
も
の
と
評
価
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
一
個
の
も
の
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。⽜
と
し
て
、
観
念
的
競
合
で
は
な
く
併
合
罪
と

し
た
。
な
お
、
こ
の
判
決
は
上
掲
最
大
判
平
成
二
九
年
一
一
月
二
九
日
の
原
判
決
で
あ
る
が
、
最
大
判
平
成
二
九
年
一
一
月
二
九
日
で
は

罪
数
関
係
に
つ
い
て
格
別
の
言
及
が
な
い
。

岡
山
地
判
平
成
二
九
年
七
月
二
五
日
（
判
例
集
未
登
載
）
は
、
強
制
わ
い
せ
つ
と
二
次
保
存
に
よ
る
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
の
事
案
に
つ
い

て
、⽛
本
件
の
よ
う
な
場
合
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
行
為
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
の
行
為
と
は
、
一
部
重
な
り
合
う
部
分
が
あ
り
、
特
に
、
被

害
女
児
に
陰
部
等
を
自
ら
撮
影
の
上
送
信
さ
せ
て
児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造
し
た
場
合
に
は
、
相
当
部
分
が
重
な
り
合
う
と
も
い
え
る
。
し
か

し
、
本
件
強
制
わ
い
せ
つ
行
為
の
中
核
部
分
は
、
脅
迫
に
よ
り
反
抗
が
著
し
く
困
難
な
状
態
と
な
っ
た
被
害
女
児
に
、
陰
部
等
を
撮
影
さ

せ
て
送
信
さ
せ
た
り
、
口
淫
さ
せ
た
り
、
陰
部
等
を
露
出
さ
せ
て
動
画
配
信
さ
せ
た
り
し
た
わ
い
せ
つ
行
為
に
あ
る
一
方
、
本
件
児
童
ポ

ル
ノ
製
造
行
為
の
中
核
部
分
は
、
そ
れ
ら
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
保
存
・
蔵
置
し
た
製
造
行
為
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
前
記
の
両
行
為
が
、
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通
常
伴
う
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
ず
、
ま
た
、
行
為
に
同
時
性
が
あ
る
と
し
て
も
、
社
会
的
事
実
と
し
て
強
い
一
体
性
・
同
質
性
ま
で
は

認
め
ら
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
に
お
い
て
、
強
制
わ
い
せ
つ
行
為
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
行
為
と
は
、
社
会
的
見
解
上
別
個
の
も
の

と
い
え
る
か
ら
、
観
念
的
競
合
の
関
係
に
は
な
く
、
併
合
罪
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。⽜
と
し
た
。

横
浜
地
判
平
成
二
九
年
一
二
月
二
六
日
（
判
例
集
未
登
載
）
は
、
強
制
わ
い
せ
つ
と
一
次
保
存
に
よ
る
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
の
事
案
に
つ

い
て
、⽛
直
接
的
な
わ
い
せ
つ
行
為
と
こ
れ
を
撮
影
す
る
行
為
と
は
、
本
質
部
分
に
お
い
て
共
通
性
を
欠
き
、
社
会
的
意
味
合
い
を
異
に
す

る
別
個
の
意
思
の
発
現
行
為
で
あ
る
か
ら
、
両
罪
は
観
念
的
競
合
の
関
係
で
は
な
く
、
併
合
罪
の
関
係
に
あ
る
。⽜
と
し
た
。

仙
台
高
判
平
成
三
〇
年
二
月
八
日
（
判
例
集
未
登
載
）
は
、
強
制
わ
い
せ
つ
と
一
次
保
存
に
よ
る
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
の
事
案
に
つ
い
て
、

⽛
同
一
の
被
害
児
童
に
対
す
る
強
制
わ
い
せ
つ
行
為
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
行
為
と
は
、
一
部
重
な
る
点
は
あ
る
も
の
の
、
両
行
為
が
通
常
伴

う
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
や
両
行
為
の
性
質
等
に
鑑
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
行
為
者
の
動
態
は
社
会
的
見
解
上
別
個
の

も
の
と
い
え
る
か
ら
、
併
合
罪
の
関
係
に
立
つ
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
最
高
裁
平
成
二
一
年
一
〇
月
二
一
日
決
定
参
照
）。⽜
と
し

た
。東

京
高
判
平
成
三
〇
年
七
月
二
五
日
（
判
例
集
未
登
載
）
は
、
強
制
わ
い
せ
つ
と
一
次
保
存
に
よ
る
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
の
事
案
に
つ
い

て
、⽛
本
件
の
よ
う
に
幼
児
の
陰
部
を
触
る
な
ど
の
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
行
為
等
を
撮
影
し
て
児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造

し
た
場
合
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
と
児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造
し
た
行
為
と
は
、
か
な
り
の
部
分
で
重
な
り
合
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
通
常

伴
う
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
上
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
で
は
幼
児
の
陰
部
を
触
る
な
ど
の
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
行
っ
た
と
い
う
側
面
か

ら
犯
罪
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
で
は
そ
の
よ
う
な
幼
児
の
姿
態
を
撮
影
し
て
記
録
・
保
存
す
る
行
為
を
行
っ
た

と
い
う
側
面
か
ら
犯
罪
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
は
社
会
的
評
価
と
し
て
も
別
個
の
も
の
と
い
え
る
。
同
趣
旨
の

判
断
を
し
て
、
…
…
各
強
制
わ
い
せ
つ
罪
と
そ
れ
ら
の
各
犯
行
に
対
応
す
る
…
…
各
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
併
合
罪
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と
し
た
原
判
決
の
法
令
適
用
に
誤
り
は
な
い
。⽜
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
さ
い
た
ま
地
判
平
成
三
〇
年
七
月
三
〇
日
（
判
例
集
未
登
載
）
は
、
強
制
性
交
等
と
一
次
保
存
に
よ
る
児
童
ポ
ル
ノ
製

造
の
事
案
に
つ
い
て
、
両
罪
の
罪
数
関
係
を
観
念
的
競
合
と
し
た
が
、
な
ぜ
併
合
罪
で
は
な
い
の
か
と
の
点
に
つ
い
て
格
別
言
及
し
て
い

な
い
。

以
上
み
た
よ
う
に
、
従
来
の
判
例
の
多
く
は
、
強
制
わ
い
せ
つ
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
の
行
為
の
同
時
性
は
肯
定
し
う
る
も
の
の
、
行
為

の
社
会
的
一
体
性
・
同
質
性
は
肯
定
し
え
な
い
か
ら
、
併
合
罪
と
な
る
と
の
立
場
を
示
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
③
判
決
は
、
強
制
わ

い
せ
つ
罪
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
が
⽛
基
本
的
に
併
合
罪
の
関
係
に
あ
る
⽜
も
の
の
、
一
次
保
存
の
場
合
は
⽛
ほ
ぼ
同
時
に
行
わ
れ
、
行

為
も
重
な
り
合
う
か
ら
、
自
然
的
観
察
の
下
で
社
会
的
見
解
上
一
個
の
も
の
と
評
価
し
得
る
⽜
と
し
た
。
強
制
わ
い
せ
つ
と
児
童
ポ
ル
ノ

製
造
の
両
行
為
の
社
会
的
一
体
性
・
同
質
性
は
肯
定
・
否
定
の
分
水
嶺
に
あ
る
と
こ
ろ
、
一
次
保
存
の
事
案
で
は
同
時
性
を
肯
定
で
き
る

か
ら
、
か
ろ
う
じ
て
観
念
的
競
合
と
解
し
う
る
と
の
解
釈
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
社
会
的
一
体
性
・
同
質
性
を

む
し
ろ
肯
定
し
、⽛
基
本
的
に
観
念
的
競
合
の
関
係
に
あ
る
⽜
と
し
た
う
え
で
、
二
次
保
存
で
は
同
時
性
が
否
定
さ
れ
る
か
ら
併
合
罪
と
な

る
と
解
釈
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
あ
る
い
は
、
社
会
的
一
体
性
・
同
質
性
を
必
ず
し
も
肯
定
し
き
れ
な
い
が
故
に
⽛
基
本
的
に
併
合

罪
の
関
係
に
あ
る
⽜
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
同
時
性
を
肯
定
で
き
た
と
し
て
も
、
す
べ
て
併
合
罪
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
そ
れ
が

従
来
の
判
例
の
立
場
で
も
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
解
釈
と
し
て
は
観
念
的
競
合
を
選
択
す
る
余
地
も
な
い
で
は
な
い
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
事
案
に
お
い
て
、
強
制

わ
い
せ
つ
・
強
制
性
交
等
と
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
付
属
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て
の
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
が
同
時
に
行
わ
れ
て

い
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
両
罪
の
同
時
性
は
概
ね
肯
定
し
え
よ
う
。
残
る
問
題
は
、
社
会
的
事
象
と
し
て
も
重
な
り
合
い
、
す
な
わ
ち
社

会
的
一
体
性
・
同
質
性
を
認
め
う
る
か
と
い
う
点
、
そ
し
て
、
そ
も
そ
も
一
次
保
存
と
二
次
保
存
の
事
案
で
罪
数
関
係
を
区
別
す
べ
き
で
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あ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
社
会
的
一
体
性
・
同
質
性
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
判
例
が
参
考
に
な
ろ
う
。
最
大
判
昭
和
四
九
年
五
月
二
九
日
刑
集
二
八
巻
四

号
一
一
四
頁
は
、
道
交
法
上
の
酒
酔
い
運
転
罪
と
そ
の
運
転
中
の
業
務
上
過
失
致
死
罪
に
つ
い
て
社
会
的
一
体
性
・
同
質
性
、
重
な
り
合

い
を
否
定
し
併
合
罪
と
し
た
が
、
最
大
判
昭
和
四
九
年
五
月
二
九
日
刑
集
二
八
巻
四
号
一
五
一
頁
は
道
交
法
上
の
酒
酔
い
運
転
罪
と
無
免

許
運
転
罪
を
観
念
的
競
合
と
し
、
最
大
判
昭
和
四
九
年
五
月
二
九
日
刑
集
二
八
巻
四
号
一
六
八
頁
は
道
交
法
上
の
無
免
許
運
転
罪
と
無
車

検
車
運
転
罪
を
観
念
的
競
合
と
し
た
。
さ
ら
に
最
大
判
昭
和
五
一
年
九
月
二
二
日
刑
集
三
〇
巻
八
号
一
六
四
〇
頁
は
、
ひ
き
逃
げ
に
お
け

る
道
交
法
上
の
救
護
義
務
違
反
罪
と
報
告
義
務
違
反
罪
を
⽛
社
会
生
活
上
、
し
ば
し
ば
ひ
き
逃
げ
と
い
う
ひ
と
つ
の
社
会
的
出
来
事
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
る
⽜
と
し
て
観
念
的
競
合
と
し
た
（
18
）。

こ
れ
ら
の
道
交
法
に
か
か
る
判
例
は
、
交
通
行
政
の
円
滑
な
遂
行
及
び
交
通
事
故
の
発
生
・
拡
大
防
止
と
い
う
社
会
法
益
を
保
護
法
益

と
す
る
道
交
法
上
の
各
罪
に
つ
い
て
、
保
護
法
益
の
細
部
は
異
な
る
も
の
の
社
会
法
益
と
し
て
は
共
通
す
る
が
故
に
社
会
的
一
体
性
・
同

質
性
を
肯
定
し
た
の
で
は
な
い
か
。
一
方
、
業
務
上
過
失
致
死
罪
（
現
行
法
で
あ
れ
ば
自
動
車
運
転
死
傷
行
為
処
罰
法
上
の
過
失
運
転
致

死
罪
）
の
保
護
法
益
は
人
の
生
命
で
あ
る
か
ら
、
道
交
法
上
の
各
罪
の
保
護
法
益
と
は
、
個
人
法
益
と
社
会
法
益
と
い
う
点
で
相
違
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
罪
数
関
係
が
問
題
と
な
っ
た
各
犯
罪
の
保
護
法
益
に
つ
き
、
個
人
法
益
と
社
会
法
益
の
相
違
が
あ
る
場
合
に
は
、

た
と
え
同
時
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
社
会
的
一
体
性
・
同
質
性
は
否
定
さ
れ
る
と
の
解
釈
を
導
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
最
判
昭
和
五
八

年
九
月
二
九
日
刑
集
三
六
巻
二
号
二
〇
六
頁
は
、
営
利
目
的
で
の
国
内
に
覚
せ
い
剤
を
持
ち
込
み
通
関
線
を
突
破
し
よ
う
と
し
た
事
案
に

つ
い
て
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
上
の
覚
せ
い
剤
輸
入
罪
と
関
税
法
上
の
無
許
可
輸
入
罪
を
観
念
的
競
合
と
し
た
が
（
19
）、
両
罪
の
保
護
法
益
は
、

前
者
が
保
健
衛
生
上
の
危
害
発
生
防
止
と
い
う
社
会
法
益
（
20
）、
後
者
が
貨
物
輸
入
に
つ
い
て
の
税
関
手
続
の
適
正
処
理
と
い
う
社
会
法
益
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
、
両
罪
と
も
社
会
法
益
と
い
う
点
で
は
や
は
り
共
通
す
る
。
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他
方
、
強
制
わ
い
せ
つ
・
強
制
性
交
等
罪
の
保
護
法
益
が
性
的
自
由
と
い
う
個
人
法
益
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
児
童
ポ

ル
ノ
製
造
罪
の
保
護
法
益
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
保
護
法
益
は
、
児
童
福
祉
法
違
反
罪
と
同
じ
く
、⽛
児
童
が
性
的

搾
取
及
び
性
的
虐
待
さ
れ
な
い
権
利
⽜⽛
児
童
の
心
身
の
健
全
な
育
成
⽜
と
解
さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
個
人
法
益
か
社
会
法
益
か
、
あ
る
い
は

そ
の
両
方
か
を
巡
っ
て
争
い
が
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

思
う
に
、
児
童
ポ
ル
ノ
法
上
の
各
罪
が
基
本
的
に
は
社
会
法
益
に
対
す
る
罪
で
あ
る
こ
と
は
、
児
童
福
祉
法
と
の
関
係
か
ら
明
ら
か
で

あ
る
。
し
か
し
、
児
童
ポ
ル
ノ
法
第
一
条
は
⽛
こ
れ
ら
の
行
為
等
に
よ
り
心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け
た
児
童
の
保
護
⽜
に
つ
い
て
も
言

及
し
、
第
一
五
条
は
⽛
児
童
買
春
の
相
手
方
と
な
っ
た
こ
と
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
描
写
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
心
身
に
有
害
な
影
響
を
受
け

た
児
童
⽜
の
保
護
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
さ
ら
に
第
一
六
条
の
三
は
⽛
国
内
外
に
児
童
ポ
ル
ノ
が
拡
散
し
た
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
廃
棄
、

削
除
等
に
よ
る
児
童
の
権
利
回
復
は
著
し
く
困
難
に
な
る
⽜
と
す
る
か
ら
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
描
写
さ
れ
た
児
童
個
人
の
法
益
も
ま
た
、
児

童
ポ
ル
ノ
法
の
保
護
法
益
に
含
ま
れ
る
と
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
強
制
わ
い
せ
つ
・
強
制
性
交
等
罪
と
児
童
ポ
ル
ノ

製
造
罪
は
、
個
人
法
益
と
社
会
・
個
人
双
方
の
法
益
と
い
う
点
で
、
個
人
法
益
の
部
分
に
お
い
て
社
会
的
同
質
性
を
認
め
う
る
も
の
の
、

児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
社
会
法
益
の
部
分
で
は
一
体
性
を
欠
く
し
、
そ
も
そ
も
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
保
護
法
益
の
主
要
部
分
は
社
会
法

益
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
結
論
と
し
て
は
観
念
的
競
合
と
は
な
ら
ず
、
併
合
罪
と
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
最
決
平
成
二
一
年
七
月
七
日
刑
集
六
三
巻
六
号
五
〇
七
頁
は
、⽛
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
児
童
の

保
護
等
に
関
す
る
法
律
二
条
三
項
に
い
う
児
童
ポ
ル
ノ
を
、
不
特
定
又
は
多
数
の
者
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
不
特
定
又
は
多
数
の
者
に

提
供
す
る
目
的
で
所
持
し
た
場
合
に
は
、
児
童
の
権
利
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
同
法
の
立
法
趣
旨
に
照
ら
し
、
同
法
七
条
四
項
の
児
童
ポ

ル
ノ
提
供
罪
と
同
条
五
項
の
同
提
供
目
的
所
持
罪
と
は
併
合
罪
の
関
係
に
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
児
童
ポ
ル
ノ
で
あ
り
、
か
つ
、

刑
法
一
七
五
条
の
わ
い
せ
つ
物
で
あ
る
物
を
、
他
の
わ
い
せ
つ
物
で
あ
る
物
も
含
め
、
不
特
定
又
は
多
数
の
者
に
販
売
し
て
提
供
す
る
と
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と
も
に
、
不
特
定
又
は
多
数
の
者
に
販
売
し
て
提
供
す
る
目
的
で
所
持
し
た
と
い
う
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
わ
い
せ
つ
物
販

売
と
同
販
売
目
的
所
持
が
包
括
し
て
一
罪
を
構
成
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
一
部
で
あ
る
わ
い
せ
つ
物
販
売
と
児
童
ポ
ル
ノ
提

供
、
同
じ
く
わ
い
せ
つ
物
販
売
目
的
所
持
と
児
童
ポ
ル
ノ
提
供
目
的
所
持
は
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
的
、
自
然
的
事
象
と
し
て
は
同
一
の
行
為

で
あ
っ
て
観
念
的
競
合
の
関
係
に
立
つ
か
ら
、
結
局
以
上
の
全
体
が
一
罪
と
な
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
。⽜
と
す
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
も
、
わ
い
せ
つ
物
販
売
罪
、
わ
い
せ
つ
物
販
売
目
的
所
持
罪
な
ど
の
刑
法
第
一
七
五
条
の
罪
の
保
護
法
益
は
社
会
法
益
で
あ
る

健
全
な
性
道
徳
の
維
持
に
あ
る
か
ら
、
児
童
ポ
ル
ノ
提
供
罪
、
児
童
ポ
ル
ノ
提
供
目
的
所
持
罪
の
保
護
法
益
の
主
要
部
分
を
社
会
法
益
と

解
す
る
私
見
に
照
ら
せ
ば
、
観
念
的
競
合
の
要
件
で
あ
る
社
会
的
一
体
性
・
同
質
性
を
概
ね
認
め
う
る
。

次
に
、
一
次
保
存
と
二
次
保
存
の
事
案
で
罪
数
関
係
を
区
別
す
べ
き
か
と
の
問
題
は
ど
う
か
。
か
つ
て
の
ア
ナ
ロ
グ
の
フ
ィ
ル
ム
カ
メ

ラ
が
主
流
の
時
代
で
あ
れ
ば
、
た
し
か
に
一
次
保
存
に
よ
り
カ
メ
ラ
内
の
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
が
製
造
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
、
児
童
ポ
ル
ノ

製
造
が
完
了
し
た
と
は
言
い
が
た
く
、
従
っ
て
現
像
、
プ
リ
ン
ト
あ
る
い
は
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
ス
キ
ャ
ン
と
い
っ
た
二
次
保
存
に
言
及
す

る
意
義
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
付
属
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
が
主
流
と
な
っ
た
今
日
に
お
い
て
は
、

一
次
保
存
と
二
次
保
存
を
区
別
す
る
意
義
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
、
撮

影
に
よ
り
即
座
に
児
童
ポ
ル
ノ
を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
付
属
の
背
面
液
晶
モ
ニ
タ
ー
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
内
蔵
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
お
い
て
視

聴
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
搭
載
さ
れ
た
映
像
外
部
出
力
端
子
を
有
線
で
オ
ー
デ
ィ
オ
・

ビ
ジ
ュ
ア
ル
機
器
に
接
続
し
た
り
、
さ
ら
に
は
ワ
イ
ヤ
レ
ス
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
機
能
を
用
い
て
無
線
で
外
部
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
大
画
面
に
て

視
聴
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
等
に
二
次
保
存
す
る
行
為
を
、
一
次
保
存
す
る
行
為
と
格
別
区
別

す
る
意
味
が
見
い
だ
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
等
に
二
次
保
存
す
る
行
為
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
静
止
画
・
動
画
フ
ァ
イ
ル

を
行
為
者
が
よ
り
視
聴
し
や
す
い
環
境
に
保
存
す
る
、
あ
る
い
は
編
集
し
や
す
く
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
だ
と
し
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て
も
こ
れ
は
共
罰
的
事
後
行
為
と
解
す
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
提
供
罪
（
児
童
ポ
ル
ノ
法
第
七
条
二
号
）
と
の
関
係
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
へ
の
児
童
ポ
ル
ノ
の
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
の
危
険
を
生
じ
た
時
点
で
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
の
完
成
を
判
断
す
る
と
の
解
釈
も
あ
り
う
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
い
え
ば
、確
か
に
、

児
童
ポ
ル
ノ
を
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に
二
次
保
存
し
た
ほ
う
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
へ
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
は
容
易
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
今
日
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
も
と
よ
り
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
あ
っ
て
も
、
機
種
や
内
蔵
す
る
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
は
、

無
線
接
続
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
へ
の
静
止
画
・
動
画
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
一
次
保
存

と
二
次
保
存
の
間
に
、
児
童
ポ
ル
ノ
提
供
の
危
険
性
に
お
い
て
格
別
の
差
は
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
静

止
画
・
動
画
フ
ァ
イ
ル
が
、
ク
ラ
ウ
ド
設
定
に
よ
り
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
に
自
動
保
存
さ
れ
る
よ
う
設
定
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
一
次

保
存
後
、
行
為
者
の
知
ら
な
い
間
に
二
次
保
存
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ク
ラ
ウ
ド
設
定
の
有
無
等
に
よ
り
罪
数
関
係
を
区
別
す
る

意
義
が
あ
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
に
よ
る
場
合
は
別
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

付
属
カ
メ
ラ
に
よ
る
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
核
行
為
は
一
次
保
存
と
見
る
べ
き
で
、
二
次
保
存
の
有
無
を
検
討
す
る
必

要
は
な
か
ろ
う
。

Ⅳ

児
童
福
祉
法
違
反
罪
、
監
護
者
性
交
等
罪
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
罪
数
関
係

第
三
に
、
監
護
者
性
交
等
の
際
に
、
監
護
者
が
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
付
属
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て
児
童
ポ
ル
ノ
を
製
造

し
た
場
合
に
、
児
童
福
祉
法
違
反
罪
、
監
護
者
性
交
等
罪
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
三
罪
の
罪
数
関
係
を
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。
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ま
ず
、
児
童
福
祉
法
違
反
罪
と
監
護
者
性
交
等
罪
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
法
条
競
合
と
す
る
か
観
念
的
競
合

と
す
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、
私
見
が
観
念
的
競
合
を
妥
当
と
す
る
こ
と
は
前
述
し
た
。

次
に
、
監
護
者
性
交
等
罪
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
観
念
的
競
合
と
す
る
か
併
合
罪
と

す
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、
私
見
が
併
合
罪
を
妥
当
と
す
る
こ
と
は
前
述
し
た
。

以
上
か
ら
、
三
罪
の
罪
数
関
係
は
、
児
童
福
祉
法
違
反
罪
と
監
護
者
性
交
等
罪
が
観
念
的
競
合
と
な
り
、
こ
れ
に
さ
ら
に
児
童
ポ
ル
ノ

製
造
罪
が
併
合
罪
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
仮
に
監
護
者
性
交
等
罪
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
、
③
判
決
の
よ
う
に
観
念
的
競
合
説
を
採
用
し
た

場
合
に
は
、
三
罪
す
べ
て
観
念
的
競
合
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
児
童
福
祉
法
違
反
罪
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
保
護
法
益
は
、

い
ず
れ
も
⽛
児
童
の
心
身
の
健
全
な
育
成
⽜
に
お
い
て
共
通
す
る
。
こ
れ
は
、
健
全
な
性
道
徳
を
保
護
法
益
と
す
る
刑
法
第
一
七
五
条
の

罪
と
児
童
ポ
ル
ノ
提
供
罪
、
児
童
ポ
ル
ノ
提
供
目
的
所
持
罪
の
関
係
と
比
べ
て
も
共
通
部
分
が
大
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
三
罪
を

観
念
的
競
合
と
す
る
と
、
法
益
の
二
重
評
価
の
お
そ
れ
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
重
い
児

童
福
祉
法
違
反
罪
に
軽
い
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
が
吸
収
さ
れ
る
、
吸
収
関
係
と
し
て
の
包
括
一
罪
を
認
め
、
こ
れ
に
さ
ら
に
監
護
者
性
交

等
罪
が
観
念
的
競
合
と
な
る
と
解
釈
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
よ
る
と
、
罪
数
関
係
が
や
や
煩
雑
と
な
る
だ

け
で
は
な
く
、児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
従
た
る
保
護
法
益
で
あ
る
個
人
法
益
の
保
護
が
埋
没
す
る
お
そ
れ
を
生
じ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
か
ら
も
、
や
は
り
監
護
者
性
交
等
罪
と
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
罪
数
関
係
は
併
合
罪
が
妥
当
す
る
と
考
え
る
。
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Ⅴ

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
で
は
、
児
童
福
祉
法
違
反
罪
と
監
護
者
性
交
等
罪
の
罪
数
関
係
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
と
強
制
わ
い
せ
つ
・

強
制
性
交
等
罪
の
罪
数
関
係
、
児
童
福
祉
法
違
反
罪
、
監
護
者
性
交
等
罪
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
、
近
年
の
判
例

の
状
況
を
参
照
し
て
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
た
。
③
判
決
及
び
上
告
審
の
流
れ
か
ら
、
あ
る
い
は
今
後
、
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
罪
と
強
制
わ
い
せ

つ
・
強
制
性
交
等
罪
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
は
観
念
的
競
合
説
が
主
流
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
私
見
は
併
合
罪
説

を
採
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
今
後
の
判
例
の
展
開
に
注
目
し
た
い
。

（
⚑
）
一
三
歳
未
満
の
児
童
に
対
し
て
同
意
を
得
て
性
的
行
為
に
出
た
場
合
に
は
、
単
純
に
強
姦
罪
（
現
行
法
で
は
強
制
性
交
等
罪
）
や
強
制
わ
い
せ
つ
罪
が
成

立
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

（
⚒
）
児
童
福
祉
法
第
四
条
は
本
文
に
お
い
て
⽛
児
童
⽜
を
⽛
満
十
八
歳
に
満
た
な
い
者
⽜
と
定
義
し
、
さ
ら
に
⽛
児
童
⽜
の
さ
ら
な
る
分
類
と
し
て
、
同
三
号

に
お
い
て
⽛
少
年

小
学
校
就
学
の
始
期
か
ら
、
満
十
八
歳
に
達
す
る
ま
で
の
者
⽜
と
す
る
。
従
っ
て
、
本
論
文
で
扱
う
⽛
児
童
⽜
は
⽛
少
年
⽜
の
一
部
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

（
⚓
）
関
哲
夫
⽝
講
義
刑
法
各
論
⽞（
二
〇
一
七
年
）
一
二
三
頁
。

（
⚔
）
小
野
清
一
郎
⽝
刑
法
講
義
総
論
⽞（
新
訂
増
補
・
一
九
五
〇
年
）
二
六
五
頁
。

（
⚕
）
団
藤
重
光
⽝
刑
法
綱
要
総
論
⽞（
第
三
版
・
一
九
九
一
年
）
四
三
七
頁
。

（
⚖
）
団
藤
・
前
掲
書
四
四
五
頁
、
西
田
典
之
⽝
刑
法
総
論
⽞（
第
二
版
・
二
〇
一
〇
年
）
四
一
三
頁
（
た
だ
し
四
一
四
頁
で
は
包
括
一
罪
に
分
類
し
て
い
る
）。

（
⚗
）
西
田
・
前
掲
書
四
一
四
頁
は
、
補
充
関
係
を
法
条
競
合
で
は
な
く
包
括
一
罪
に
分
類
す
る
。

（
⚘
）
西
田
・
前
掲
書
四
一
四
頁
、
前
田
雅
英
⽝
刑
法
総
論
講
義
⽞（
第
六
版
・
二
〇
一
五
年
）
三
九
二
頁
は
、
択
一
関
係
を
包
括
一
罪
と
し
て
の
吸
収
関
係
に
分

類
す
る
。

（
⚙
）
平
野
龍
一
⽛
包
括
一
罪
に
つ
い
て
の
若
干
の
コ
メ
ン
ト
⽜
同
⽝
刑
事
法
研
究
最
終
巻
⽞（
二
〇
〇
五
年
）
一
七
頁
。
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（
10
）
平
野
⽝
刑
事
法
研
究
最
終
巻
⽞
二
一
頁
、
内
田
文
昭
⽝
刑
法
Ⅰ
総
論
⽞（
改
訂
補
正
版
・
一
九
九
七
年
）
三
四
六
頁
、
大
谷
實
⽝
刑
法
講
義
総
論
⽞（
新
版

第
四
版
・
二
〇
一
二
年
）
四
七
八
頁
、
前
田
・
前
掲
書
三
九
二
頁
、
山
口
厚
⽝
刑
法
総
論
⽞（
第
三
版
・
二
〇
一
六
年
）
四
〇
〇
頁
、
鈴
木
茂
嗣
⽝
刑
法
総
論
⽞

（
第
二
版
・
二
〇
一
一
年
）
二
七
八
頁
。

（
11
）
樋
口
亮
介
⽛
性
犯
罪
規
定
の
改
正
⽜
法
律
時
報
八
九
巻
一
一
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
一
八
頁
。

（
12
）
法
制
審
議
会
刑
事
法
（
性
犯
罪
関
係
）
部
会
第
三
回
会
議
（
平
成
二
七
年
一
二
月
一
六
日
開
催
）
議
事
録
七
頁
。

（
13
）
法
制
審
議
会
議
事
録
八
頁
。

（
14
）
法
制
審
議
会
議
事
録
一
八
頁
。

（
15
）
橋
爪
隆
⽛
性
犯
罪
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
改
正
に
つ
い
て
⽜
法
律
の
ひ
ろ
ば
二
〇
一
七
年
一
一
月
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
一
頁
。

（
16
）
最
大
判
昭
和
四
九
年
五
月
二
九
日
刑
集
二
八
巻
四
号
一
一
四
頁
。

（
17
）
議
論
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
永
井
善
之
⽛
児
童
ポ
ル
ノ
の
刑
事
規
制
根
拠
に
関
す
る
一
考
察
⽜
金
沢
法
学
六
〇
巻
一
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
三
〇
頁
参
照
。

（
18
）
こ
れ
に
対
し
、
平
野
龍
一
⽝
刑
法
総
論
Ⅱ
⽞（
一
九
七
五
年
）
四
二
九
頁
、
山
口
厚
⽝
刑
法
総
論
⽞（
第
三
版
・
二
〇
一
六
年
）
三
八
一
頁
は
併
合
罪
と
す

べ
き
と
す
る
。

（
19
）
こ
れ
に
対
し
、
前
田
・
前
掲
書
四
〇
〇
頁
は
⽛
実
行
行
為
は
重
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
⽜
と
す
る
。

（
20
）
中
野
目
義
則
⽛
覚
せ
い
剤
密
輸
罪
の
処
罰
と
同
罪
の
性
質
の
関
係
⽜
法
学
新
報
一
一
二
巻
一
・
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）
五
二
六
頁
は
、
麻
薬
等
に
関
す
る

国
際
条
約
の
締
結
等
の
状
況
に
鑑
み
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
上
は
保
健
衛
生
上
の
要
請
を
⽛
遥
か
に
超
え
る
害
悪
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
視
点
⽜
に
立
つ
法
律

で
あ
る
と
す
る
。
よ
り
巨
大
な
国
際
社
会
に
か
か
る
社
会
法
益
を
保
護
法
益
と
す
る
趣
旨
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
松
澤
伸
⽛
覚
せ
い
剤
輸
入
罪
の
既
遂
時

期
と
実
行
の
着
手
時
期
⽜
早
稲
田
大
学
社
会
安
全
政
策
研
究
所
紀
要
三
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
二
三
頁
は
⽛
判
例
に
お
け
る
陸
揚
げ
説
の
確
立
を
み
る
と
、

こ
の
よ
う
な
法
益
の
保
護
は
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
に
お
け
る
輸
入
罪
で
は
な
く
、
別
の
規
定
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
⽜
と
す
る
。
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